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い
将
来
は
部
会
員

を
１
０
０
人
、
栽

培
面
積
を　

ヘ
ク

１０

タ
ー
ル
の
産
地
に

拡
大
し
、
安
心
・

安
全
は
も
と
よ
り
、

高
品
質
で
市
場
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た

ト
マ
ト
を
生
産
し

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

新
見
市
管
内
は
、

古
く
か
ら
の
夏
秋

ト
マ
ト
の
産
地
と

し
て
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
生
産
者
の

高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と

し
て
、
関
係
団
体

の
連
携
に
よ
り
新

見
市
ト
マ
ト
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
を

設
立
し
、
栽
培
体
験
ツ
ア
ー
や
農

業
研
修
生
の
受
け
入
れ
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
、
ト
マ
ト
部
会
が
全

員
一
丸
と
な
り
、
担
い
手
を
育
て

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
こ
こ
数
年
ト
マ
ト
部
会
員
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
長
い
歴
史
の

あ
る
産
地
の
灯
を
、
こ
れ
以
上
小

さ
く
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
の
就
農
者
や
若
手
農
業
者
の
育

成
、
さ
ら
に
は
現
部
会
員
の
増
反

が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
場
へ
は
、
安
定
し
た
量
を
出

荷
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、

単
価
に
も
反
映
し
て
き
ま
す
。
有

利
な
販
売
の
た
め
に
は
、
産
地
の

規
模
の
維
持
、
拡
大
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
反
収
が
と
て
も
高
い

作
物
で
す
。
平
成　

年
度
で
最
も

１８

反
収
が
高
か
っ
た
人
は
、
１
反
で

４
２
０
万
円
で
し
た
。
努
力
す
れ

ば
、
ト
マ
ト
生
産
だ
け
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
栽
培

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く

の
ト
マ
ト
部
会
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
色
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

①
現
在
、
ト
マ
ト
部
会
は　

人
の

８５

部
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
面
積
は
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

そ
の
内
、
養
液
土
耕
栽
培
と
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
受
粉
栽
培
が　

〜　

％

５０

６０

を
占
め
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度

１８

の
出
荷
量
は
６
３
４
ｔ
、
販
売
金

額
は
２
億
１
千
万
円
で
、
平
成　
１９

年
度
で
は
８
０
０
ｔ
、
２
億
４
千

万
円
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
近 ●部 会 員：��人

●栽培面積：�.�ha

●販 売 額：�億�千万円

　（いずれも平成��年度実績）

 橋  本   澄  男 さん
はし もと すみ お

栽培してみませんか。�栽培してみませんか。�新見
の特産物を

栽培推進について�
生産者団体のコメントを紹介�

　今回は、主要特産物の生産者団体からの栽培推進に

ついてのコメントと、市の取り組みの内容を紹介しま

す。市では、農業の振興について、今後も積極的に取

り組みます。市民のみなさんには、定年退職後の就農

や増反など、産地の拡大に向けてのご協力をお願いし

ます。

　市では、基幹産業のひとつである農業の振興に取り

組んでおり、現在では、ピオーネ、桃、トマト、リン

ドウの産地として高い評価を得ています。

　しかし、生産者の高齢化や後継者の不足により、産

地の弱体化が危惧され、地域の活性化を図るうえでの

大きな課題となっています。

　産地の維持・発展のためには、栽培面積の拡大、品

質の向上、担い手の確保が必要であり、以前から農業

施設等の補助事業や新規就農者の確保・育成に取り組

んでいるところです。

《コメント内容》 　①産地の現状と目標について

　　　　　　　　　②栽培推進について

阿新農業協同組合
トマト部会長



3 市報にいみ 第３２号
November 2007

●

①
岡
山
県
を
代
表
す
る
果
物

の
ひ
と
つ
で
あ
る
桃
は
、
新

見
市
南
部
の
カ
ル
ス
ト
台
地

で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
標
高
約
４
３
０
ｍ
で

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
た

め
、
風
味
や
糖
度
等
の
品
質

が
高
い
桃
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、
栽
培
適
地
と
言
え
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
に
よ
り
生

産
者
が
減
少
す
る
中
、
お
い

し
い
桃
づ
く
り
に
情
熱
を
注

ぐ
生
産
者
は
、
新
品
種
の
導

入
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

消
費
者
は
、
大
玉
で
高
糖

度
な
桃
を
求
め
て
い
ま
す
。

他
産
地
で
は
、
糖
度
セ
ン
サ

ー
を
備
え
た
選
果
機
を
い
ち

早
く
導
入
し
て
お
り
、
市
場

や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

●

①
ぶ
ど
う
部
会
は
、
現
在
３
０
８

人
の
生
産
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
支
部
は
、

豊
永
支
部
（
１
０

４
戸
）、草
間
支
部

（　

戸
）、
井
倉
支

６１部
（　

戸
）、
哲
多

２９

支
部
（　

戸
）、
大

５９

佐
支
部
（　

戸
）、

２９

菅
生
支
部（
９
戸
）、

哲
西
支
部（　

戸
）

１７

で
、
栽
培
面
積
は

　

・
５
ヘ
ク
タ
ー

７７ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
品
種
は
主
力

品
目
の
ピ
オ
ー
ネ

を
中
心
に
、
赤
系

ぶ
ど
う
の
安
芸
ク

イ
ー
ン
や
青
系
ぶ

ど
う
の
翠
峰
等
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　

新
見
地
域
へ
の

ピ
オ
ー
ネ
の
導
入

は
昭
和　

年
頃
で
、

６０

比
較
的
新
し
い
ぶ

ど
う
の
産
地
と
い
え
ま
す
。
導
入

当
初
は
、
栽
培
や
販
売
方
法
に
問

題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
駆
者
の

努
力
に
よ
り
、
栽
培
面
積
、
販
売

て
い
ま
す
。
新
見
市
に
お
い
て
も

近
い
将
来
導
入
し
、
市
場
や
消
費

者
に
取
り
残
さ
れ
な
い
産
地
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
桃
部
会
で
は
、
新
品
種
の
試
験

圃
場
を
設
置
し
、
お
い
し
い
桃
づ

く
り
の
産
地
と
し
て
生
き
残
れ
る

よ
う
優
良
品
種
の
導
入
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、�
う

ま
い
桃
づ
く
り
研
修
会
�
を
開
催

し
、
わ
か
り
や
す
い
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
生
産
者
で
も
栽

培
で
き
る
よ
う
作
業
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
防
除
作
業
の
共
同

化
の
た
め
の
防
除
機
の
導
入
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
蛾
灯
や

防
風
ネ
ッ
ト
の
導
入
と
併
せ
て
、

省
力
化
と
品
質
向
上
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

桃
の
栽
培
は
、
施
設
設
備
が
ほ

と
ん
ど
不
要
で
初
期
投
資
が
少
な

い
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
栽
培
に

取
り
組
み
や
す
い
作
物
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
定
植
後　

年
程
度

１５

は
栽
培
が
で
き
、
長
期
間
の
収
入

が
見
込
め
ま
す
。
更
に
、
選
果
に

つ
い
て
、
全
品
種
の
機
械
選
果
が

実
現
で
き
れ
ば
個
々
の
生
産
者
の

手
間
が
省
け
る
た
め
、
面
積
が
増

や
せ
ま
す
。
新
た
な
栽
培
へ
の
協

力
と
現
生
産
者
の
増
反
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栽培してみませんか。�
●部 会 員：��人

●栽培面積：��ha

●販 売 額：�千���万円

　（いずれも平成��年度実績）

 石  川   至  海 さん
いし かわ よし み

阿新農業協同組合
桃部会長

●部 会 員：���人

●栽培面積：��ha

●販 売 額：�億�千万円

　（いずれも平成��年度実績）

 田  中   邦  男 さん
た なか くに お

阿新農業協同組合
ぶどう部会長
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●

①
新
見
地
域
で
は
、
菊
、
洋
花
を

主
体
に
花
卉
栽
培
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成　

年
に
４
戸
の

１２

生
産
者
で
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
が
始

ま
り
、
８
年
目
を
迎
え
た
現
在
で

は
、
生
産
者　

人
、
栽
培
面
積
４
・

５４

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
、
県

下
最
大
の
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
阪
、
岡
山
、
広
島
の
市

場
に
出
荷
し
て
お
り
、
花
卉
類
の

中
で
も
地
域
の
気
候
に
適
し
た
リ

ン
ド
ウ
は
、
花
質
と
日
持
ち
の
良

さ
、
統
一
さ
れ
た
規
格
が
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　

せ
り
で
は
な
く
、

相
対
で
の
取
引
が

主
流
と
な
っ
た
花

卉
流
通
で
は
、�
選

別
の
良
し
悪
し
と

規
格
の
統
一
が
産

地
の
力
�
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
背
景
の
中

で
、
行
政
と
農
協

の
支
援
に
よ
り
、

リ
ン
ド
ウ
の
機
械

共
同
選
果
施
設
が

完
成
し
、
日
量
１

万
５
千
本
か
ら
２

万
本
が
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
共
同

選
果
に
よ
る
出
荷

は
品
質
の
み
な
ら

ず
、
生
産
の
場
面

に
お
い
て
は
、

個
々
の
庭
先
選
別

か
ら
解
放
さ
れ
、

そ
の
時
間
は
栽
培
管
理
と
切
花
本

数
の
増
加
に
向
け
ら
れ
、
ひ
い
て

は
規
模
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
生

産
と
流
通
の
両
面
か
ら
そ
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ド
ウ
の
今
年
度
目
標
で
あ

る
出
荷
本
数
１
０
０
万
本
、
販
売

額
５
千
万
円
の
達
成
と
、
早
期
の

１
億
円
産
地
に
向
け
て
、
菊
・
洋

花
生
産
部
と
と
も
に
生
産
者
一
丸

と
な
り
、
組
織
強
化
を
図
っ
て
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
花
卉

金
額
と
も
順
調
に
推
移
し
、
全
国

で
も
有
数
の
産
地
に
発
展
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
県
や
市
の
指
導
や

補
助
事
業
、
農
協
や
市
場
の
販
売

促
進
、
生
産
者
の
増
加
と
技
術
の

向
上
の
全
て
が
う
ま
く
い
っ
た
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
販
売
実
績
は
単

１８

価
安
の
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

約
７
億
円
で
し
た
。
今
後
の
目
標

は　

億
円
と
し
て
お
り
、
全
部
会

１０
員
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
次
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
①
東
京
、
大
阪
の
２
大
市
場

で
新
見
ブ
ラ
ン
ド
・
ピ
オ
ー
ネ
の

確
立
（
輸
出
も
含
め
て
）、
②
新

見
ピ
オ
ー
ネ
の
宣
伝
販
売（
歌
、詩
、

ネ
ッ
ト
販
売
）、③
新
見
ピ
オ
ー
ネ

の
Ｐ
Ｒ
（
新
見
の
自
然
、
人
柄
、

栄
養
面
等
の
ア
ピ
ー
ル
）、④
加
工

品
の
開
発
な
ど
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
産

地
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
の
不
足
、
他
産
地
と

の
競
合
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

産
地
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

②
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
こ
の
地

域
に
あ
っ
て
、
軽
量
、
軽
労
働
で

あ
る
こ
と
や
地
域
の
気
象
条
件
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

も
官
民
を
挙
げ
た
推
進
が
必
要
で

あ
り
、
既
存
生
産
者
の
増
反
と
合

わ
せ
て
、
新
規
栽
培
希
望
者
の
掘

り
起
こ
し
に
よ
り
、
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
地
域
内
外
を
問
わ
ず
新

た
な
生
産
者
の
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
現
在
、
新
見
市
に
は
県
外
か

ら　

人
の
新
規
就
農
者
が
転
入
し
、

１１
ぶ
ど
う
を
新
植
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
人
も
数

人
あ
り
、
立
派
な
ぶ
ど
う
が
出
来

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
栽
培
に
夢
を
持
つ
者
同

志
、
お
互
い
に
協
力
し
支
え
な
が

ら
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
新

見
の
ピ
オ
ー
ネ
を
全
世
界
に
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●部 会 員：��人

●栽培面積：�. �ha

●販 売 額：�千���万円

　（いずれも平成��年度実績）

 谷  村   悦  子 さん
たに むら えつ こ

阿新農業協同組合

 花  卉 部会長
か き
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⑦
地
域
定
着
手
当

　

ピ
オ
ー
ネ
で
農
業
経
営
を
行
う
場
合
、

農
業
実
務
研
修
を
修
了
し
た
後
の
１

年
間
、
地
域
定
着
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

⑧
住
宅
新
築
費
の
助
成

　

住
宅
新
築
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑨
家
賃
の
助
成

　

農
業
実
務
研
修
開
始
ま
た
は
就
農
開

始
か
ら
２
年
間
、
借
家
の
家
賃
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。（
公
営
住
宅
は
除

く
）

⑩
借
家
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
助
成

　

借
家
に
入
居
す
る
際
の
修
繕
費
用
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

（
１
回
限
り
）

⑪
就
農
奨
励
金
の
支
給

　

新
見
市
に
お
い
て
、
農
業
経
営
を
行

う　

歳
以
下
の
新
規
就
農
者
に
奨
励

３９
金
を
支
給
し
ま
す
。

 
現
在
ま
で
の
実
績

　
　

世
帯
（　

人
）
が
転
入
し
、
就
農

１５

４１

し
て
い
ま
す
。

 
事
業
に
つ
い
て

①
新
規
就
農
相
談
会
へ
の
参
加

　

大
阪
市
、
岡
山
市
な
ど
で
開
催
さ
れ

る
就
農
相
談
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

②
新
見
市
新
規
就
農
促
進
連
絡
会
議
の

設
置

　

住
宅
と
農
地
の
情
報
収
集
や
関
係
者

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
ぶ
ど
う
研
修
施
設
「
ピ
オ
ー
ネ
交
流

館
」
の
設
置

　

農
業
研
修
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

④
短
期
農
業
体
験
事
業

　

希
望
に
応
じ
た
日
程
で
、
年
間
を
通

じ
て
時
期
ご
と
の
ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
農
業
体
験
研
修
事
業

　

岡
山
県
の
制
度
に
沿
っ
た
１
か
月
間

の
農
業
体
験
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
農
業
実
務
研
修
事
業

　

岡
山
県
の
制
度
に
沿
っ
た
２
年
間
以

内
の
農
業
実
務
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
修
期
間
中
は
、
研
修
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー（
新
規
就
農
者
）の

確
保
と
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み

ふるさと特産物
生産団地育成事業補助金

【対象事業】

　ふるさと特産物生産団地育成に必要とする施設

の整備事業等です。

【補助率】

　対象事業費の１／２以内

■事業について

【目的】

　特産物の生産団地化を強力に推進することに

より、地域農業の確立と農家所得の安定確保

に努めることを目的としています。

【事業主体】

　農業団体、生産者団体

■平成��年度事業実績

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係
（
�
�
�
�
�
�
）

　
　
　
　
　
　
　
　

新
見
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
（
�
�
�
�
�
�
）

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
新
農
業
協
同
組
合
園
芸
課
（
�
�
�
�
�
�
）

補助金額総事業費事業内容事業主体品目

�� ���万�� ���円�� ���万�� ���円パイプハウス・かん水施設等トマト部会
トマト

��万円��万円産地化推進対策活動トマト部会

���万�� ���円���万�� ���円防蛾灯・土壌改良資材等桃部会桃

�� ���万�� ���円�� ���万�� ���円果樹棚・加温ハウス・ＳＳ等ぶどう部会
ピオーネ

��万�� ���円��万�� ���円販路拡大対策活動阿新農協

���万�� ���円�� ���万�� ���円栽培施設・かん水施設等花卉部会

リンドウ ��万�� ���円���万�� ���円新技術栽培実証花卉部会

���万�� ���円�� ���万�� ���円育苗施設阿新農協

栽培してみませんか。�新見
の特産物を
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ピ
オ
ー
ネ
で
農
業
経
営
を
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
転
入
後　
１０

年
近
く
が
経
過
し
、
今
で
は
生
産

者
団
体
の
役
員
と
な
り
、
産
地
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
、

生
産
面
積
拡
大
等
に
よ
る
産
地
の

強
化
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、

色
々
な
職
歴
や
経
歴
を
持
た
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
新
し
い
発
想

を
農
業
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
産
地
に
新
た
な
活
力
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
化
が
進
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
活
動
や

祭
り
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
文
化

の
伝
承
、
地
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
や
地
域
の

将
来
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
担

う
新
規
就
農
を
希
望
さ
れ
る
み
な

さ
ん
の
た
め
に
、
魅
力
あ
る
産
地

形
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
就
農

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

今
後
も
充
実
し
た
支
援
策
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
総
世
帯
数
の
約
３

分
の
１
が
農
家
で
あ
り
、
農
業
が
主

要
な
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
農
業
の
核
と
な
る
果

樹
な
ど
、
特
産
物
の
産
地
振
興
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
、
生
産

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

生
産
者
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
都
市
部
や
市
内
か
ら

有
望
な
人
材
を
発
掘
し
、
新
た
な

生
産
者
と
な
る
新
規
就
農
者
の
確

保
と
中
核
的
生
産
者
へ
の
育
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
農

へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
就
農
相
談
、

作
物
や
地
域
の
風
習
等
を
気
軽
に

学
ぶ
た
め
の
短
期
農
業
体
験
、
本

格
的
な
就
農
を
目
指
す
農
業
研
修
、

農
地
と
住
宅
を
円
滑
に
提
供
す
る

た
め
の
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
新
規
就
農
者
の
安
定
的
確
保
、

地
域
定
着
の
促
進
、
農
業
経
営
の

早
期
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、

現
在
ま
で
に　

組　

人
の
ご
家
族

１５

４１

が
本
市
に
転
入
さ
れ
、
ト
マ
ト
、

新規就農者の確保と育成について

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

人権擁護委員が
委嘱されました。

　身の回りに起きたもめごとや土地・建物

の貸し借りのもつれ、近隣との問題、いじ

め・体罰などに関する子どもの人権相談、

その他、人の権利が侵害されたときの相談

に応じる人権擁護委員に、��月�日付けで

次の人たちが委嘱されました。

平成平成����年年��月月��日日��
まなび広場にいみで開催まなび広場にいみで開催

外
就
学
者
・
就
業
者
で
、
新

見
市
に
住
所
を
有
し
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
は
案
内
状
の

送
付
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
参

加
申
込
書
に
よ
り
、
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
れ
ば
出
席
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
申
込
書
は
、

ま
な
び
広
場
に
い
み
受
付
に

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
日
程

・
受
付　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

・
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

懇
談
会　
　

時
〜

��

■
対
象
者

　

昭
和　

年
�
月
�
日
か
ら

��

昭
和　

年
�
月
�
日
ま
で

��

に
生
ま
れ
た
人
で
、
新
見

市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
。

※
対
象
者
に
は　

月
初
旬
に

��

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
が
、

届
か
な
い
場
合
は
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市 成

人
式

成
人 
式

　相談は無料で、秘密は固く守られますの

で、お気軽にご相談ください。また、岡山

地方法務局新見支局（������）でも随時

相談に応じています。

■問い合わせ先

　総務課総務係（������）

【新見支局管内担当】

　 三  村 　 幸  子 （上市）
み むら さち こ

　 古  屋 　 和  夫 （正田）
ふる や かず お

【神郷支局管内担当】

　 三  輪 　 秋  子 （神郷下神代）
み わ あき こ

　 伊  田 　　 豊  （神郷油野）
い だ ゆたか

【哲多支局管内】

　 佐  田 　 美  惠 （哲多町矢戸）
さ だ よし え

　 土  屋 　　 宣  （哲多町田淵）以上敬称略
つち や あきら

新
見
市

平成��年�月�日�
まなび広場にいみで開催
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議会�
レポート�

平成��年�月定例会

新
見
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
告
知
放
送
機
器

等
設
置
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

を
可
決

　

市
議
会
�
月
定
例
会
が
�
月
�

日
か
ら　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

��

ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
平
成　

年
度
新
見
市
の
一
般

��

会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
事
業
会

計
決
算　

件
、
条
例　

件
、
平
成

��

��

　

年
度
補
正
予
算
�
件
、
そ
の
他

���
件
の
計　

件
で
、
う
ち　

件
が

��

��

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
、

�
件
が
修
正
の
う
え
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 

平
成　

年
度 

１８

 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
歳
入

１８

歳
出
決
算
額
は
、
歳
入
合
計
２
９

１
億
６
’１
８
１
万
８
０
４
円
に

対
し
、
歳
出
合
計
が
２
８
４
億

６
’４
０
９
万
４
’２
４
６
円
で
、

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
残
額
は
、

６
億
９
’７
７
１
万
６
’５
５
８
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
、４
億
３
’５
７

１
万
５
’５
５
８
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
そ
の
う
ち
の
２
億

２
千
万
円
は
、
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

 

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
７
億
５
’３
７
７
万
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
２
５
３
億

７
’８
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
有
線
放
送
基
盤
整
備
事
業
費
に
、

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
整
備

す
る
高
速
・
大
容
量
の
通
信
回
線

を
活
用
し
て
実
施
す
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
サ
ー
ビ
ス
施

設
整
備
費
と
し
て
追
加

…
…
…
８
億　

万
円

６３

○
児
童
手
当
費
に
、
今
年
４
月
か

ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
児
童
手
当
給
付
費
な

ど
を
追
加

…
…
…
１
’６
５
１
万
円

○
森
林
整
備
費
に
、
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
な
ど
を
追
加

…
…
…
４
’１
０
０
万
円

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業
費
に
、

新
見
南
中
学
校
建
設
予
定
地
調
査

お
よ
び
設
計
事
業
費
な
ど
を
追
加

…
…
…
４
’９
８
０
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
費
に
、
大
佐
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
費
な
ど
を
追

加

…
…
…
５
’０
１
４
万
円

 

条
例
関
係

■
新
見
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
告
知
放
送
機
器
等
設
置
分

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
整

備
し
て
い
る
告
知
放
送
機
器
を
設

置
す
る
際
に
徴
収
す
る
分
担
金
に

つ
い
て
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の

加
入
促
進
を
図
る
た
め
、
分
担
金

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
経

過
措
置
期
間
を
平
成　

年
３
月　

２１

３１

日
ま
で
延
長
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
新
見
市

小
集
落
改
良
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
新
見
市
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
新
見
市
営
単
独

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

い
ず
れ
も
公
営
住
宅
に
お
け
る

暴
力
団
員
の
不
当
行
為
等
が
全
国

的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を

排
除
す
る
規
定
を
設
け
る
た
め
、

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

選挙人名簿の縦覧が行われます
　選挙管理委員会では、平成��年��月�日登録の選挙人名

簿および在外選挙人名簿を、次のとおり縦覧に供します。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を保障するため

のもので、登録漏れや無資格者の登録、記載事項の誤りと

いったことを防止するためのものです。

■期間　��月�日�～�日�　�：��～��：��

■場所　選挙管理委員会事務局（市役所�階）

■問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局（������）
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老人保健制度で医療を受けてい る人 へ

後期高齢者医療制度に
変わります ！

平成��年�月 から

市民課国保年金係からのお知らせ

社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
に
な
る
と
、
そ
の
扶
養
と
な
っ
て
い
た　

歳
未
満
の
人

��

の
医
療
保
険
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

現
在
加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
等
か
ら
脱
退
し
、
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、家
族
に　

歳
未
満
で
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
の
人
が

７５

い
る
と
き
に
は
、
そ
の
保
険
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
を
受
け

��

��

た
人
は
、
申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、�
一
定
の
障
害
�
と
は
ど
の
よ
う
な
障

害
で
す
か
？

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
く
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

か
ら
３
級
ま
で
と
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
の
Ａ
と
認
定

さ
れ
て
い
る
障
害
で
す
。

現
在
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
す
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
な
る
と
、
そ
の
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
と
を
二

重
に
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
は

脱
退
と
な
る
た
め
、
二
重
に
支
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
義
務
は
世
帯
主
に
あ
る
た
め
、

同
じ
世
帯
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
世

帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
て
も
、
納
付
書
は
世

帯
主
あ
て
に
届
き
ま
す
。）

現
在
、
老
人
保
健
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
の
割
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

平
成　

年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度

２０

の
判
定
を
引
き
継
ぎ
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
現
役
並
み
所
得
者
が
い
る
世
帯
で
は
３
割
と
な
り
ま
す
。申
告
所

得
の
修
正
や
世
帯
異
動
が
あ
れ
ば
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

■入居開始日　��月�日�　予定

■申込方法　入居希望者は、��月��日�までに、都市整備課または各支局に備え付けの用紙でお申し込

みください。

※申し込みに際しては、所得制限等がありますので、くわしくはお問い合わせください。 

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

■団地名および募集戸数

市営住宅 入居者募集

その他家　　賃募集
戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可 �����円～������円1��.���簡耐�階建�DK唐松��（唐松）市営住宅

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

問問問問 答答答答

　これまで��歳以上の人は、国民健康保険や社会保険等に加入しながら

「老人保健制度」で医療を受けていましたが、平成��年�月からは、新た

な独立した医療保険制度となる「後期高齢者医療制度」で医療を受けるこ

とになります。（��歳以上��歳未満で一定の障害があると認定を受けた

人は、申請により後期高齢者医療の被保険者になることができます。）

■問い合わせ先

　岡山県後期高齢者医療広域連合（����－���－����）

　市民課国保年金係（������）
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ラストワンマ イ ル事業

■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係（������）

　大佐支局総務課（������）

　神郷支局総務課（������）

　哲多支局総務課（������）

　哲西支局総務課（������）

加入申し込みにあたっての注意点

ケーブ ルテレビ の 加入申 し込 み受付 は

����月月����日日 ��から開 始 �
　市では、各家庭に光ファイバを接続する「ラストワンマイル事業」を進めており、この光

ファイバを利用したケーブルテレビでは、自主放送など数多くの番組をご覧いただけます。

このたび、ケーブルテレビの加入申し込みの受付開始日が��月��日に決まりました。このケ

ーブルテレビのサービスは�吉備ケーブルテレビが提供するもので、加入は任意ですが、で

きるだけ多くのみなさんの加入をお願いします。

ケーブルテレビの申し込み方法についての問い合わせ

　ケーブルテレビへ加入を希望される人は、１１月１６日�から市役所本庁受

付または各支局、各市民センターなどに申込書を置いていますので、ご利

用ください。

　なお、ケーブルテレビ加入申し込みに関する内容、申込書の記入方法、

サービスや利用料金、提出方法については、㈱吉備ケーブルテレビ新見支

局までお問い合わせください。

　㈱吉備ケーブルテレビ新見支局【受付時間】�時から18時まで

　　　　　　　　　　　　　　　【電話番号】  ����－��－����

　　　　　　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　����－���－���

　ケーブルテレビに加入される場合、市が実施

する光ファイバの引き込み工事を完了している

必要があります。新見市に住民登録があり、ま

だ光ファイバの引き込み工事ができていない場

合は、情報政策課または最寄りの支局総務課ま

でご連絡ください。

　なお、すでに光ファイバの引き込み工事が完

了した後に、光ファイバや機器等を移設（撤去）

される場合は、移設等の費用が必要になります

のでご注意ください。

　平成��年�月からご覧いただける

よう鋭意準備を進めています。加入

の申し込みをされたお宅へは、ケー

ブルテレビをご覧いただくために必

要な機器を設置します。申し込み日

から機器を設置するまで時間がかか

りますのでご了承ください。

加入金…��� ���円　工事費…��� ���円

　ただし、申し込み受付開始の日から平成平成����年年����月月

����日までの日までの��年間は、加入金と工事費が無料年間は、加入金と工事費が無料です。

基本サービス料金（月額）…�� ���円
※月額�� ���円でテレビの台数に関係なく、全��チ

ャンネルがご覧いただけます。

新見・高尾地区で宅内工事が始まります。

　現在、各家庭での機器設置工事を順次行っており、

この度、新見・高尾地区の工事を発注しました。

●工事の内容　宅内に通信用光変換器を設置する工事

●施 工 業 者　株式会社 三備電業社

ケーブルテレビはいつから 
見ることができますか？

ケーブルテレビを見るための
料金は？
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■
市
税
収
入
の
状
況

　

市
税
の
年
間
収
入
額
は　

億
円
余
り
で
、
本

３２

市
が
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
重
要
な
自
主
財
源
で

す
。
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
へ
の
税
源
移

譲
の
割
合
が
次
第
に
高
ま
る
中
、
ど
の
よ
う
に

収
納
率
を
高
め
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
納
付
さ
れ
る
べ
き
市
税
に

つ
い
て
、
滞
納
整
理
や
納
付
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
１
０
０
％
の
納
付
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

納
税
者
の
公
平
性
の
み
な
ら
ず
、「
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、

全
力
を
挙
げ
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
強
化

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
市
税
の
納
付
率
の
向

上
と
未
納
税
額
の
解
消
を
図
る
た
め
、「
新
見
市

滞
納
対
策
特
別
本
部
」
を
設
置
し
、
未
納
税
額

に
対
す
る
徴
収
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、　

月
を
市
税
滞
納
整
理
強
化
月

１１

間
と
し
、
未
納
者
に
対
し
て
徹
底
し
た
財
産
調

査
（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
家
賃
、
売
掛

金
、
電
話
加
入
権
等
）
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、

納
付
相
談
・
指
導
を
強
化
し
、
や
む
を
得
な
い

場
合
は
、
積
極
的
に
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
対
象

　

本
年
度
は
市
税
に
限
ら
ず
、
介
護
保
険
料
、

水
道
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
保
育
料
な
ど

の
公
共
料
金
も
同
時
に
納
付
相
談
・
指
導
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

滞
納
対
策
特
別
本
部
事
務
局

 
（
税
務
課
収
税
係
内
�
�
６
１
１
６
）

納
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
な
ど
は

早
め
に
自
主
納
付
を
し
ま
し
ょ
う

　

月
は
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
、

��未
納
者
の
ご
家
庭
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

農業所得のあるみなさん

申告には「収支内訳書準備表」が必要です！
　申告会場には、これら収入金額と必要経費（領

収書等を添付）を記入した「収支内訳書準備表」

を作成し、お持ちください。なお、申告の際に収

支内訳書準備表を作成してない場合は、各会場で

作成していただくことになります。

　収支内訳書準備表は、税務課・各支局総務課・各

市民センターに備えていますのでご利用ください。

また、新見市ホームページ（http：//www.city.

niimi.okayama.jp/?ID=8668）からもダウンロード

できます。

■問い合わせ先

　税務課市民税係

 （������）

　農家のみなさんも、事業を行っている人と同様

に、“収入金額”から“必要経費”を差し引いて

所得金額を計上する「収支計算」により、申告を

していただくことになっています。

収入金額とは

・農産物の販売代金（米、野菜、果樹、牛など）

・自家用消費の農産物（保有米、自家消費野菜や

果樹など）

・共済等補てん金ほか

必要経費とは

・農業のための種苗、肥料農薬、飼料、農機具購

入、修理、刈り取り、乾燥、燃料、作業用衣類、

諸材料などの費用
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新見税務署からのお知らせ
　税務署では、インターネットで申告・納税ができる便利なサービス「ｅ－Ｔａｘ」の

利用拡大を推進しています。まずは、体験コーナーでチャレンジしてみませんか？

場  所日  程イベント

まなび広場にいみ
�階パソコン教室

��月�日�
��：��～��：�� 

まなびピア岡山���� in
にいみ
「e-Tax体験コーナー」

場　所日　程内  容

サンパーク新見
��月�日�～　
　　　　��日�

習字・作文

新見プラザ　　
��月��日�～　
　　　　��日�

e-Tax体験コーナー開催日程 租税作品の展示

年末調整説明会
��月��日�～��日�は

「税を考える週間
（テーマ：少子・高齢社会と税）」です。
　私たちの生活に密着して暮ら

しを支えている税について、この

機会に考えてみましょう。

■問い合わせ先

　新見税務署（������）

使
え
な
く
な
っ
た

小
型
家
電
製

  
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　

月
か
ら
一
部
の
粗
大
ご
み
の
規
格

��

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た

収
集
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
ま

　

軽
量
な
も
の
で
、　

リ
ッ
ト

４５

り
、
口
が
く
く
れ
る
も
の
で
あ

目
に
よ
り
埋
立
ご
み
、
金
属
ご

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　

月
か
ら
、
一
部
の
粗
大
ご
み
の
規
格

１１
を
変
更
し
ま
す
。
家
電
製
品
の
小
型
化
や

収
集
効
率
を
良
く
す
る
た
め
、
今
ま
で
粗

大
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
た
炊
飯
器
な

ど
の
軽
量
な
小
型
家
電
製
品
を
、
埋
立
ご

み
の
日
に
、
埋
立
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み

【
粗
大
ご
み→

埋
立
ご
み
】

炊
飯
器
、
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
、
加
湿
器
、

照
明
器
具
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
用
プ
リ
ン

タ
ー

【
粗
大
ご
み→

金
属
ご
み
】

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ

【
粗
大
ご
み→

可
燃
ご
み
】

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ポ
リ
タ
ン

リ
バ
ケ
ツ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係（
�
�
６
１

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課（
�
�
２

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課（
�
�
２
１
１
２
）

対象地域対象者開催場所 開催時間開催日

新見市内で大
佐・神郷・哲多
町・哲西町地域
を除いた地域

法人新見商工会議所

��：��～��：��

��月��日�

��：��～��：��

 個人新見商工会議所��：��～��：��

��月�日� 新見市内のうち、
大佐・神郷・哲
西町・哲多町の
地域

法人個人新見商工会議所��：��～��：��
品
は

を
変
更

だ
け
れ
ば

し
た
。

ル
袋
に
入

れ
ば
、
品

み
、
可
燃

。ッ
ト

ク
、
ポ

２
４
）

１
２
）

kikaku kikaku
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給与等 の 状況
　市職員の給与・手当などの状況については、給与条例や予算・決算などの審議

を通じて公表していますが、市民のみなさんにより一層のご理解をいただくため、

現在の状況についてお知らせします。

■問い合わせ先　総務課人事係（������)

��職員手当（平成��年度支給実績）

　（期末手当）　����か月　　（勤勉手当）����か月

　（退職手当）

勧奨・定年自己都合区　　分

�����か月分�����か月分勤続��年

�����か月分�����か月分勤続��年

�����か月分�����か月分勤続��年

�����か月分�����か月分最高限度額

�����万�千円���万�千円�人当たり平均支給額

　（時間外手当）

�����万�千円支給実績（��年度決算）

��万�千円
支給職員�人当たり
平均支給年額（��年度決算）

��一般行政職の級別職員数（平成��年�月�日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区　分

����%�人部長の職務又はこれに相当する職務�　級

����%��人支局長の職務、部次長の職務又はこれに相当する職務、支局次長の職務、参与の職務�　級

�����%��人課長の職務又はこれに相当する職務、参事の職務�　級

�����%��人課長補佐の職務又はこれに相当する職務、主幹の職務�　級

�����%��人係長の職務又はこれに相当する職務、主査の職務�　級

�����%��人主任の職務�　級

�����%��人主事、技師、消防士、教諭又はこれに相当する職務�　級

����%��人主事、技師、消防士、教諭又はこれに相当する職務�　級

������%���人合　　　　　　計

��初任給（平成��年�月�日現在）

�年後の給料初　任　給区　　　　分

��万�����円　��万���円大　学　卒
一般行政職

��万�����円��万�����円高　校　卒

��万�����円��万�����円高　校　卒技能労務職

人件費率 Ｂ／Ａ
人件費
Ｂ

実質収支
歳出額
Ａ

住民基本台帳人口
（��年�月��日）

����％��億�����万�千円�億�����万�千円���億�����万�千円������人

��人件費（普通会計決算）

の市 職 員

��職員給与費（普通会計予算）

一人当たり給与費給　　与　　費
職員数 Ａ

Ｂ／Ａ計　　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　 料

���万�千円��億�����万円�億�����万�千円�億�����万�千円��億�����万�千円���人

※職員手当は退職手当を含んでいません。　※給与費は当初予算に計上された額です。

��ラスパイレス指数 ��職員の平均年齢・平均給料月額（平成��年�月�日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を���としたとき
の給与水準を示す指数です。

※平成��年までは旧新見市

平均給料月額平均年齢

　��万�千円����歳

　（一般行政職）

平均給料月額平均年齢

��万�����円����歳

　（技能労務職）

全　国新見市区　分

���������平成��年

���������平成��年

 ��������平成��年

 ��������平成��年

 ��������平成��年
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　（その他の手当）

配偶者、子どもなどの区分により�����円～������円扶 養 手 当

持家、借家などの区分により�����円～������円住 居 手 当

交通機関利用者は������円まで　自動車などの利用者は距離により�����円～������円通 勤 手 当

職級により������円～������円管 理 職 手 当

　（特殊勤務手当）

��万�千円支給実績（��年度決算）

�万�����円支給職員�人当たり平均支給年額（��年度決算）

�%職員全体に占める手当支給職員の割合（��年度）

�種類手当の種類（手当数）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務手当の名称

�回につき�����円行旅死亡人の収容、処理死体処理手当

日額���円伝染病の防疫、患者の収容防疫等作業手当

日額�����円除雪業務除雪業務手当

�体につき���円へい死した野良犬等の死体処理野良犬等死体処理手当

�体につき�����円火葬業務に従事
火葬業務手当

�体につき�����円火葬業務に従事（夜間）

月額�����円結核患者の家庭を訪問して保健指導を行う保健指導業務手当

日額�����円入所者の死体処置入所者死亡処置手当

日額���円要保護者の調査、指導社会福祉主事手当

��特別職の報酬等（平成��年�月�日現在）

給料月額等区　分

　 ��万円
��万�千円

市　長
副市長

給　料

��万�千円
��万�千円
　 ��万円

議　長
副議長
議　員

報　酬

給料月額等区　分

（��年度支給割合）
����か月分

市　長
副市長

期　末
手　当 （��年度支給割合）

����か月分
議　長
副議長
議　員

給料月額等区　分

（算定方式）　（支給時期）
　���/���　　任期ごと
　���/���　　　 〃

市　長
副市長

退　職
手　当

��年齢別職員構成（平成��年�月�日現在）

計
��歳

以上

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳

未満
区　分

���人�人��人���人��人��人��人��人��人��人��人�人�人職員数

���定員適正化計画

数値目標
計画期間

終　期始　期

���人平成��年�月��日平成��年�月�日

　�定員適正化目標（数・率） 　�定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　（各年�月�日現在）

（参考）
数値目標

��年～��
年計

��年
�年目

��年
�年目

��年
�年目

��年
計画前年

区　分

��������減員

�����0増員

△���△��（��％）△��△ ��△ ��差引

���人�08人���人���人���人���人職員数

���部門別職員数（平成��年�月�日現在）

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数
区分部門

平成��年平成��年

��　�　議 会
一

般

行

政

部

門

事務の統廃合縮小による△�����　���　総務企画

業務充実による���　��　税 務

　　　〃���　��　民 生

事務の統廃合縮小による△ ���　��　衛 生

　　　〃△ ���　��　農林水産

��　�　商 工

���　��　土 木

△�����人���人小 計

事務の統廃合縮小による△ ����　���　教 育行
政
部
門

特　
　

別

欠員不補充による△ ���　��　消 防

△�����人���人小 計

��　�　水 道会
計
部
門

公
営
企
業
等

���　��　下 水 道

事務の統廃合による△ ���　��　そ の 他

△ ���人��人小 計

△�����人���人合　　計

���職員の勤務時間（平成��年�月�日現在）

勤務時間

�日：�時間　�週��時間

年次有休休暇取得状況

����日

※平成��年度平均取得日数

���職員の研修・勤務成績の評定

�講座（延べ�����人）職 員 研 修

��講座（延べ���人）派 遣 研 修

自己申告票及び適性調査票勤 務 評 定

※平成��年度実績

���職員の福祉・権利保護

なし勤務条件に関する措置要求

なし不利益処分に関する不服申立

※平成��年度実績
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�１０月号で配布した専用用紙
またはハガキに、①提案②
住所③氏名④年齢⑤電話番
号を書いてお送りください。

�専用用紙は、折りたたむと
封書になります。切手をは
らずにポストに入れてくだ
さい。（来年の3月末まで
使用できます）

�ファックス、電子メールで
も受け付けていますのでご
利用ください。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

匿
名
の
扱
い
も
可
能
で
す
。
そ
の
場
合

は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は

い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便

り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
は
、

童
に
�
そ
こ
に
立
っ
て
い
な
い

で
！
�
と
注
意
す
る
と
、
児
童

た
ち
は
そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ

と
い
う
・
・
・
。
」
笑
い
話
の

よ
う
な
実
話
が
あ
る
が
、
現
在

は
、�
指
示
待
ち
症
候
群
�な
る

若
者
が
多
い
と
も
聞
く
。
昔
、

近
所
に
必
ず
い
た
�
お
節
介
�

�
世
話
好
き
�
が
い
な
く
な
り
、

近
所
づ
き
あ
い
が
希
薄
に
も
な

っ
た
。
今
こ
そ
�
積
極
的
な
お

節
介
人
�
が
必
要
な
時
代
で
あ

る
と
私
は
思
う
。

　

平
成　

年
度
野
馳
小
学
校
児

１９

童
総
数　

名
。
６
名
の
学
年
も

６９

あ
る
。先
日
、�
集
落
の
崩
壊
�な

る
調
査
記
事
を
目
に
し
、
急
激

な
地
域
社
会
状
況
の
変
化
と
将

来
に
不
安
も
感
じ
た
。
最
近
に

な
っ
て
空
き
家
が
増
え
、
大
き

な
屋
敷
に
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
く

な
っ
た
。
普
段
感
じ
る
こ
と
は

な
い
が
、
お
祭
り
、
学
校
行
事
、

お
寺
の
事
な
ど
、
小
集
落
に
根

付
く
行
事
に
頭
を
抱
え
る
こ
と

が
増
え
た
。

　

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
か
ら
、
地
域
に
生
活
す

る
人
々
で
お
互
い
支
え
合
う
、

�
哲
西
地
域
安
全
会
�
が
動
き

だ
し
て
１
年
と
半
年
が
過
ぎ
た

が
課
題
も
多
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
、
「
親
子
で
料
理
を
作
っ
て

い
て
、
壁
際
に
立
っ
て
い
た
児

『地域への思い』

 難  波   隆 文   さん

なん ば たか ふみ

［哲西町畑木］

筆
者
は
左

提案 ＆お便りの送り方

〒７１８－８５０１
新見市新見３１０－３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係

�FAX　72－6243
�電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

送 付 先
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南 か ら

　The first thing I noticed about Niimi was it’s 
overwhelming natural beauty. The steep mountains 
covered in a thick green forest and rolling river makes me 
feel hidden away in a pocket of unspoiled land. My 
favorite time of day is about 7:30am when the mountains 
are covered in a thick mist. I remember one warm 
afternoon where the skies were cloudy and a light 
relaxing rain fell for hours. I sat by my window and 
watched the town as I enjoyed the weather. I remember 
this as one of my favorite moments in Niimi.
　Sometimes I enjoy sitting on the roof of my apartment 
and taking in the sites, sounds, and smells. The faint sound 
of the river and distant pop music from a local business 
create a surreal ambiance. The burning cedar, light mist, 
and cool air mix into a wonderful natural smell. Finally, 
the river, trees and mountains create a sight I can’t get 
over.
　The wildlife is amazingly different in Niimi. During my 
first day at Shingo Chugako I saw a giant green praying 
mantis on the window. Everyone in the room thought it 
was pretty boring, but I was shocked and amazed. In 
California, I would have to go to a zoo to see such an 
interesting insect, but Niimi is crawling with a variety of 
wildlife.
　I’ve also really begun to enjoy bike riding. One of my 
favorite things to do is to ride down to Marudai and 
explore the alien food selection. I love sushi and Japan has 
great, cheap sushi. I also like bike riding because I can yell 
“konichiwa!” or “ohayo gazaimasu!” to unsuspecting 
locals. It normally puts a smile on their face and that 
makes my day.

北

か

ら

第　

通
��

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

エ
レ
ン
・
カ
ー
ツ 
さ
ん

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身

大
佐
中
と
神
郷
中
に
勤
務

 宮  田  昭三    さん（��歳）

みや た しょうぞう

千葉県柏市（哲西町上神代出身）
宮田小児科医院院長

　

郊
外
に
は

利
根
川
、 

手 て

 
賀  
沼 
の
周
辺
に
は
田
畑
も
あ

が 

ぬ
ま

り
、
多
少
の
ど
か
さ
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
内
の
大
学
病
院
小
児
科
に
勤
務

の
後
、
こ
の
地
に
小
児
科
を
開
院
し
て　
２０

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
傍
ら
、
柏
市

の
健
康
福
祉
審
議
会
委
員
、
医
師
会
理
事
、
学

校
保
健
会
会
長
な
ど
、
小
児
保
健
行
政
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
と
健
康
に
貢
献
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
、
サ
ラ
サ
ラ
と
川
の
流
れ
る
音
、

ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
鳴
く
セ
ミ
の
声
で
、

眠
り
か
ら
覚
め
た
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。
秋
、

空
は
真
っ
青
で
、
夕
陽
が
き
れ
い
に
沈
ん
で
行

く
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

哲
西
町
を
離
れ
て　

年
の
歳
月
が
流
れ
、
現

４５

在
柏
市
に
住
み
始
め
て　

数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

３０

柏
市
は
千
葉
県
の
北
西
部
で
東
京
都
心
部
か
ら

約　

分
の
場
所
に
あ
り
、
東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ

３０
ン
と
し
て
発
達
し
た
町
で
す
。
約　

万
人
が
住

３８

み
、
サ
ッ
カ
ー
の
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
し
て
活
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
開
通
し
て
、
常
磐
線
、

東
武
野
田
線
と
鉄
道
３
路
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。

★

　新見に来て最初に感じたのは圧倒的な自然の美しさです。深
い緑に覆われた険しい山々や曲がりくねった川は、自分がまる
で未開の地の中に隠されたような感じにさせてくれます。１日
の中で僕の一番好きな時間は、朝７時半頃、山々が濃い霧に
覆われる時です。ある温かい午後、空は雲に覆われ、穏やかな
雨が数時間降りました。僕は窓のそばに座り、天気を楽しむよう
に町を眺めました。新見で感じた一番好きな瞬間のひとつです。
　たまにアパートの屋上に登り、新見の音や臭いを感じます。遠
くに聞こえる川や商業施設の音楽などは、現実的な雰囲気を醸
し出しています。杉の木、霧、冷たい空気が混ざり合い、すばら
しい自然の香りになります。川、木、山々が偉大な景色を創造し
ています。
　新見の野生生物も、僕の故郷のものとは驚くほど異なってい
ます。神郷中学校での最初の日、大きな緑色のカマキリが窓に
とまっていました。みんな授業に疲れていたかもしれませんが、
僕はショックを受け驚いていました。カリフォルニアでは、そん
な昆虫は動物園に行かないと見ることができませんが、新見で
は至る所でさまざまな生き物に出会うことができます。
　最近、自転車に乗ることが楽しいです。自転車に乗ってスー
パーに寿司などの食べ物を買いに行くのが楽しみのひとつとな
っています。日本には安くて美味しい寿司がありますね。自転車
に乗るもうひとつの理由は、地元の人たちに大きな声であいさ
つができるからです。みんな笑顔で応えてくれて、僕はとても
良い気持ちになれるのです。
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パネルディスカッション
などを開催
◆ Ｇ  Ｐ 教育実践フォーラム

ジー ピー

　��月��日、まなび広場にいみで、新見公立短

期大学「GP教育実践フォーラム」が開かれ、教

育関係者や学生、市民が参加しました。GP：

Good Practice“優れた取組”とは、文部科学

省が、教育の質の向上などについて大学教育改

革の優れた取組を選定し、財政的な援助や幅

広い情報提供を行うことにより各大学における教

育改革を促進するものです。同短大は、平成��

年度から合計�件の取組がGPに選定されてお

り、この日は特別講演や取組紹介のほか、“地域

の短大におけるGP選定がもたらすもの”をテー

マにパネルディスカッションを行いました。

日本古来の製鉄を再現
◆新見庄たたら学習

　��月��日・��日の両日、正田保育所跡地

で「新見庄たたら学習」が催され、国選定

保存技術保持者の 木  原  明 さん（島根県奥出
き はら あきら

雲町）の指導のもと、 和  銑 の製造のために
わ ずく

夜を徹しての作業が行われました。この

“たたら製鉄”を体験しようと、炉に空気を

送る“ふいご”の要員として、市内外から

約���人が参加し、中世の時代から新見地

域に伝わる日本古来の製鉄技法を学びまし

た。県外から参加した人のひとりは「ふい

ごを押すのは重くて大変だけど、貴重な体

験ができた。」と話してくれました。

新見から
新しい文化・芸術を発信
◆法曽陶芸館「炎の祭」

　��月��日、法曽陶芸館（猪風来美術館）で

「炎の祭」が開催されました。当日は、地元の子

どもたちが作った土器などの“縄文野焼き”が

行われ、その炎が新しく完成した“法曽窯”に火

入れされました。この窯は、同陶芸館長で縄文

造形家の 猪  風  来 氏と法曽焼同好会が、空海に
い ふう らい

より始められたとされる法曽焼の復活と、新しい

文化・芸術の発信のために築いたものです。夕

方にはステージ周辺にかがり火が灯され、 朱  鷺 
と き

たたらさん（篠笛奏者）、 大  枝  和  典 さん（縄文太
おお えだ かず のり

鼓奏者）、 粟  村  勝 さん（タップダンサー）らによる
あわ むら まさる

コンサートが催されました。
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伝統の民謡で美声を競う
◆正調千屋牛追唄全国優勝大会

　10月20日、ＪＡ阿新会館で「第16回正調

千屋牛追唄全国優勝大会」が開催され、40

人が出場しました。千屋牛追唄は“千屋牛”

とともに栄えてきた民謡で、江戸時代から

岡山県西北部を中心に歌われています。こ

の大会は、千屋牛追唄保存会が、新見市の

誇る民謡の一層の普及と愛好者の交流を図

るため、ＪＡあしん祭りに合わせて毎年開

催しているもので、今大会では、審査の結

果、 下  向  井 みどりさん(広島市)がみごと優
しも むか い

勝を果たしました。

１１月２５日まで開催！
◆新見美術館「 田  渕  俊  夫 展」

た ぶち とし お

　��月�日から新見美術館において、「～

大地悠久と生命讃歌～田渕俊夫展」が始

まっています。現代日本画壇の重鎮である

田渕画伯は、現在、東京芸術大学の副学長

を務められており、毎年、本市で実施して

いる絵画教室の講師として来新されていま

す。今回の特別展では、ベトナムの喧騒を

描いた大作“時の証人Ⅰ”をはじめ、国内

外の自然や歴史のある風景、都市の情景な

ど、田渕画伯の独自の世界観による作品��

点を展示しています。��月��日まで開催し

ていますので、お誘い合わせのうえ、この

機会にぜひ新見美術館にお越しください。

新見の牛が大健闘
◆全国和牛能力共進会

　��月��日から��日まで、鳥取県米子市を

主会場に「第�回全国和牛能力共進会」が

開催されました。この大会は、�年に�

回、全国の��都道府県から選りすぐりの牛

が出品されることなどから和牛のオリン

ピックと言われています。岡山県代表とし

て出場した��頭のうち、��頭が新見市から

出品され、審査の結果、�区（系統雌牛群）

に出品した�頭セットがみごと優等�席を

獲得しました。また、�区（高等登録群）

の�頭セットが特別賞を獲得するなど、そ

の他にも新見の牛が大健闘しました。優等優等��席を獲得した席を獲得した��区（系統雌牛群）出場者区（系統雌牛群）出場者
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日本を代表する
選手らが指導
◆ソフトボールフォーラム

　�月��日、正田の新見ピオーネ球場で「ソフト

ボールフォーラムinにいみ」が開催され、県内のソ

フトボールチームに所属する小学生や中高生約

���人が参加しました。日本ソフトボール協会など

が“晴れの国おかやま国体”の�周年を記念して

開催したもので、 宇  津  木  妙  子 さん（オリンピック前
う つ ぎ たえ こ

日本代表監督）、 宇  津  木  麗  華 さん（オリンピック前
う つ ぎ れい か

日本代表選手）、 上  野  由  岐  子 さん（オリンピック日
うえ の ゆ き こ

本代表選手）が指導にあたりました。

　参加した小学生のひとりは「有名な監督に直接

教えてもらって嬉しかった。」と話してくれました。

地元の人たちが魂を注ぐ
◆ 若  山  牧  水 歌碑除幕式

わか やま ぼく すい

　��月�日、哲西町大竹の牧水二本松公園

で「若山牧水歌碑除幕式」が催され、関係

者や市民約���人が訪れました。この歌碑

「けふもまた こころの 鉦 を うち鳴らし う
かね

ち鳴らしつつ あくがれて行く」は、明治��

年に牧水がこの地を訪れて���年になるの

を記念し、地元住民らで組織する歌碑建立

委員会が建てたものです。式典では、牧水

の孫で、沼津市若山牧水記念館長の 榎  本  篁 
えの もと むら

 子 さんらによって除幕が行われたほか、地
こ

元グループによる合唱や牧水太鼓が披露さ

れました。

市民の交流と
健康増進を図る
◆おおさ風まつり

　��月�日、風広場おおさ周辺で、市民の

交流と健康増進を図るためのイベント「第

��回おおさ風まつり」が開催されました。

芝生広場のステージでは、約�千個の飴と

�俵分の餅が投げられたほか、地元の刑部

小学校児童による“大佐源流太鼓”や久世

の“早川太鼓”、ダンス、バンド演奏など

が催されました。会場では、ドジョウ汁や

おこわなどの特産品販売が人気を集め、健

康福祉コーナーでの健康チェックや健康食

の試食にも多くの人が訪れました。
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生
徒
の
感
想

 
竹  
本 　
 
和  
也 
く
ん（
新
見
第
一
中
）

た
け 
も
と 

か
ず 

や

　

ア
メ
リ
カ
に
着
く
前
は
、
好
奇

心
と
不
安
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
地
元
の
人
々
の
歓
迎
に
不
安

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

  
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
と

て
も
明
る
く
親
切
で
、
僕
達
を
温

か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
大
変
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
は
ま
じ
め
で
意
欲
的
で
、

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 
金  
森 　
 
彩  
加 
さ
ん（
新
見
第
一
中
）

か
な 
も
り 

あ
や 

か

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
様
々
な
も

の
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
学
校

で
の
授
業
も
日
本
と
全
く
違
っ
て

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
か
な
か
英
語
で
会
話

が
で
き
ず
、
辞
書
が
必
要
で
と
て

も
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
心
と
心

で
通
じ
あ
う
こ
と
が
で
き
て
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 
大  
隅 　
 
莉  
南 
さ
ん（
新
見
第
一
中
）

お
お 
す
み 

り 

な

　

ア
メ
リ
カ
に
行
く
前
の
イ
メ
ー

ジ
は
「
危
な
い
所
、
こ
わ
い
人
」

で
し
た
が
、
実
際
に
接
し
て
み
る

と
み
ん
な
優
し
く
、
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。
学

校
で
も
、
家
で
も
、
皆
が
日
本
の

文
化
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
話
を
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
大
切
な
も
の
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
忠
田 　
 
栞 
さ
ん（
神
郷
中
）

ち
ゅ
う
た 

し
お
り

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
が
、
優
し
く
、
ゆ
っ

く
り
と
聞
き
取
り
や
す
く
話
し
て

く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
で
は
、
み
ん
な
が
声
を

か
け
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
や
、

日
本
と
は
違
っ
た
文
化
や
習
慣
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

 
西  
村 　
 
南  
海 
さ
ん（
新
見
第
一
中
）

に
し 
む
ら 

み
な 

み

　

英
語
で
き
ち
ん
と
会
話
が
で
き

る
の
か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
つ
ぎ
は
ぎ
の
言
葉

で
一
生
懸
命
話
を
し
た
私
達
を
、

家
族
の
人
た
ち
も
一
生
懸
命
理
解

し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
日
本

で
練
習
し
た
ソ
ー
ラ
ン
節
や
歌
を

披
露
し
て
、
み
ん
な
か
ら
拍
手
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。

 
大  
日  
南 　
 
達  
也 
く
ん（
哲
西
中
）

お
お 

ひ 

な 

た
つ 

や

　

僕
は
英
語
に
す
ご
く
自
信
が
あ

り
ま
し
た
が
、
本
場
の
英
語
は
速

す
ぎ
て
全
く
聞
き
取
れ
ず
、
何
度

も
「
ス
ロ
ー
ス
ピ
ー
ク
プ
リ
ー
ズ

（
ゆ
っ
く
り
は
な
し
て
）」
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。

  
ア
メ
リ
カ
は
と
て
も
広
く
、
何

も
か
も
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に

行
き
た
い
で
す
。

 
戸  
部 　

ほ
な
み
さ
ん（
大
佐
中
）

と 

べ

　

英
語
が
好
き
で
こ
の
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

で
の
授
業
は
見
て
い
る
だ
け
で
、

英
語
も
速
く
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
い

る
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
耳
で
聞
く
能
力
を
伸
ば
す
に

は
と
て
も
大
切
な
時
間
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
々
も
と

て
も
親
切
で
別
れ
が
と
て
も
辛
か

っ
た
で
す
。

 
岩  
田 　
 
三  
有  
紀 
さ
ん（
新
見
第
一
中
）

い
わ 

た 

み 

ゆ 

き

　

２
日
目
、
３
日
目
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
族
み
ん
な
で
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
ま
し
た
。

お
金
の
払
い
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。
５
日
目
に
は
、

地
元
の
高
校
で
日
本
語
の
授
業
に

も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
、
絶
対
ニ
ュ
ー
パ
ル

ツ
に
い
き
た
い
で
す
。

 
宮  
長 　
 
明  
日  
香 
さ
ん（
熊
谷
中
）

み
や 
な
が 

あ 

す 

か

　

み
ん
な
が
、
温
か
く
迎
え
て
く

れ
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
思
っ
た
以
上
に
言
葉
が
通

じ
ず
、
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
、

素
直
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
、
す
ご
く
悔
し
か
っ
た

で
す
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

 
山  
田 　
 
真  
子 
さ
ん（
大
佐
中
）

や
ま 

だ 

ま 

こ

　

ア
メ
リ
カ
人
の
性
格
そ
の
も
の

が
、
生
活
、
教
育
、
交
流
な
ど
に

大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、

�
ウ
エ
ル
カ
ム
（
歓
迎
）�
の
心
が

大
き
く
、
初
め
て
訪
れ
る
私
た
ち

を
安
心
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
絆
の
強
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
体
験

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

�
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
市

��

��

民
海
外
研
修
団
（
団
長：

川
上
二

朗
哲
西
中
学
校
校
長
、
市
内
の
中

学
�
〜
�
年
生　

人
を
含
む　

��

��

人
）
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
ビ
レ

ッ
ジ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
で
は
、
地
元
の

家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
地
元
高

校
で
の
日
本
語
の
授
業
に
参
加
す

る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
自

然
、
本
場
の
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

姉妹都市の姉妹都市の

を訪問を訪問

新見市市民海外研修団新見市市民海外研修団
アメリカ・ア メリ カ ・ ニニ ュュ ーーパルツビレ パ ル ツビ レッッ ジジアメリカ・ア メリ カ ・ ニニ ュュ ーーパルツビレ パ ル ツビ レッッ ジジ
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１１月６日～１２日は
「全国糖尿病週間」です！

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
…

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
、
今
す

ぐ
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え

る
と
、
そ
れ
は
「
食
生
活
へ
の
注

意
」
と
「
運
動
」
の
２
つ
で
す
。

　

こ
こ
で
は「
食
生
活
へ
の
注
意
」

に
つ
い
て
、
自
分
の
食
事
の
環
境

を
整
え
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
秋
�
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
�
人
も
必
見
で
す
。

　
  
「
食
欲
の
刺
激
」
を 

　
  
減
ら
す
方
法
を
見
つ
け
る

　

次
の
よ
う
な
�
食
欲
の
刺
激
�

を
減
ら
す
方
法
を
見
つ
け
て
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

�
食
べ
物
を
大
皿
に
盛
ら
な
い
。

�
な
が
ら
食
い
を
や
め
る
。

�
菓
子
は
持
ち
帰
ら
な
い
。

�
職
場
で
の
お
や
つ
は
辞
退
す
る
。

�
食
事
後
は
テ
ー
ブ
ル
を
す
ぐ
に

片
づ
け
る
。

�
空
腹
の
時
は
買
物
に
行
か
な
い
。

�
買
物
に
は
購
入
メ
モ
を
持
っ
て

行
く
。

　

自
分
の
�
食
欲
の
刺
激
�
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
何
か
を
見
つ
け

て
、
そ
れ
ら
を
減
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

 
�
体
重
を
記
録
す
る

　

毎
日
の
体
重
を
記
録
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
毎
日
決
ま
っ

た
時
間
に
体
重
を
計
測
す
る
こ
と

で
体
重
管
理
が
で
き
、
正
常
な
血

糖
値
を
保
つ
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

糖
尿
病
を
治
す
た
め
に
大
切
な

の
は
、「
習
慣
を
変
え
る
」
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
を
「
継
続
す
る
」
こ

と
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
少
し
ず

つ
�
健
康
の
貯
金
�
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

●乳がん検診（集団検診）
対象地区名受付時間会　　場曜日月　日

大野部��：��～��：��

き ら め き
広 場・哲 西

木��月�日
矢田��：��～��：��
矢田・上神代��：��～��：��

金��月�日
上神代��：��～��：��
湯舟・小谷・油野��：��～��：��

神 郷 保 健
セ ン タ ー

月��月�日
坂根～野田・舞尾・畑原��：��～��：��

火��月�日
門前～新市・段��：��～��：��
田治部・布瀬��：��～��：��

おおさ総合
セ ン タ ー

水��月�日
大井野・上刑部��：��～��：��
川東��：��～��：��

木��月�日
川西（町筋）��：��～��：��
川西（町筋以外）��：��～��：��金��月�日

千屋
��：��～��：��千 屋 市 民

セ ン タ ー
月��月��日

��：��～��：��

菅生
��：��～��：��菅 生 市 民

セ ン タ ー
火��月��日

��：��～��：��

豊永
��：��～��：��豊 永 市 民

セ ン タ ー
木��月��日

��：��～��：��

草間
��：��～��：��草 間 市 民

セ ン タ ー
金��月��日

��：��～��：��

対象地区名受付時間会　　場曜日月　日
田淵・大野��：��～��：��

新砥公民館月��月��日
蚊家・大谷��：��～��：��
老栄・荻尾��：��～��：��

夢ひろば萬歳火��月��日
矢戸��：��～��：��
成松・掛土井��：��～��：��

哲 多 総 合
セ ン タ ー

水��月��日
宮河内・宮木・守家・青山団地��：��～��：��
本郷��：��～��：��

木��月��日
花木・丸山��：��～��：��
井倉��：��～��：��井 倉 市 民

セ ン タ ー
月��月��日

法曽��：��～��：��

熊谷
��：��～��：��

新 見 商 工
会 議 所

火��月��日
��：��～��：��

西方小学校区��：��～��：��
月��月�日

西方、上市両小学校区の一部��：��～��：��
上市小学校区の一部��：��～��：��

火��月�日
高尾小学校区��：��～��：��
旧福本小学校区��：��～��：��

水��月�日
足立、旧福本小学校区��：��～��：��

思誠小学校区の高尾
��：��～��：��

木��月�日
��：��～��：��

思誠小学校区の高尾��：��～��：��
金��月�日

思誠小学校区の西方��：��～��：��

　

糖
尿
病
に
対
し
て
不
安
の
あ
る
あ
な
た
！
老
後
の
た
め
に
、
今
か
ら

「
健
康
」
を
貯
蓄
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

車
社
会
の
到
来
や
食
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
、
近
年
の
糖
尿
病
人
口
は

う
な
ぎ
の
ぼ
り
で
す
。�
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
�
糖
尿
病
は
、
な
か
な

か
治
療
に
結
び
つ
か
な
い
反
面
、
放
っ
て
お
く
と
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

老
後
の
生
活
の
自
由
を
奪
う
と
と
も
に
、
医
療
費
の
負
担
を
大
き
く
し
ま

す
。

※くわしい地区割は回覧文書等をご覧ください。

�
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
9時から17時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

��月�日（土）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 東城病院 �08477-2-2150　
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 新庄村診療所（内）  �0867-56-3255

��月�日（日）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 中山病院（内・外） �0867-42-0371
真庭市 杉江医院（外） �0867-52-3456

��月��日（日）
新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 落合病院（内・外）  �0867-52-1133
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

��月��日（日）
新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 細川医院 �08477-2-0054　
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 岸本医院（外） �0867-42-0495
真庭市 廣恵医院（内） �0867-52-2403

��月��日（金）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 東城病院 �08477-2-2150　
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 中井医院（内） �0867-44-4848

��月��日（日）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 牧原医院（外） �0867-52-2469

��月�日（日）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 宮島医院（内） �0867-44-2403

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
時　　間会　　場曜日月　日

�：��～��：��大 佐 支 局
水��月��日

��：��～��：��大 佐 荘

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市保健
福祉センター

火��月��日

●3歳児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市保健
福祉センター

火��月��日

●2歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市保健
福祉センター

火��月��日

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��
新見市保健
福祉センター

火11月6日

●乳児健康診査　　　　　

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成�9年7月生��：��～��：��
新見市保健
福祉センター

月��月��日

●BABYすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）

対象者　３～４か月の乳児をもつ保護者

内　容　体重測定（希望者）、講話「乳児期に気をつけたい病

気のお話」、離乳食指導（栄養士）、育児相談（小田医師、保健師）

講　師　岡山大学医学部　　 小  田 　 慈 　教授
お だ めぐみ

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦

内　容　座談会

用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

��：��～��：��新見市保健福祉センター月��月��日

訂正があります
12月２日（日）の新見市担当病院は、新見中央病院から太田病院に変更となりました。
太田病院：TEL72-0214
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第　

回
新
見
阿
哲
駅
伝
競
走
大
会 

５５
参
加
者
を
募
集
中

　

新
見
市
体
育
協
会
で
は
、「
第　
��

回
新
見
阿
哲
駅
伝
競
走
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
秋
空
の
下
、
各
チ

ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
役
所
哲
多
支
局
周
辺

【
男
子
】
�
人　
　

・
�
キ
ロ

��

【
女
子
】
�
人　
　

・
�
キ
ロ

��

■
参
加
資
格

　

新
見
市
に
居
住
、
勤
務
、
通
学

し
て
い
る
人

・
高
校
生
の
部

・
一
般
の
部

・
女
子
の
部
（
高
校
生
以
上
の
女

子
。
高
校
生
と
一
般
の
混
成
も

可
能
で
す
。）

■
申
込
期
限

　
　

月　

日
�　

必
着

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
体
育
協
会
事
務
局

　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
・

　

�
�
�
�
�
�
）

新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

参
加
者
を
募
集
中

　

新
見
市
体
育
協
会
で
は
、�
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
楽
し
く
�
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
新
春
の
市
街
地
を
走
り
抜

け
る
「
第　

回
新
見
市
新
春
ロ
ー

��

ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

【
受
付
開
始
】
�
時　

分
��

【
競
技
開
始
】　

時　

分

��

��

※
小
雨
（
小
雪
）
決
行

■
コ
ー
ス

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
〜
新
見
市

　

街
地
〜
ま
な
び
広
場
に
い
み

■
参
加
区
分

○
小
学
生
男
子
の
部
（
�
年
生
以

上
）

○
小
学
生
女
子
の
部
（
�
年
生
以

上
）

○
中
学
生
男
子
の
部

○
中
学
生
女
子
の
部

○
高
校
生
男
子
の
部

○
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般
女
子

の
部

○
一
般
男
子
Ａ
の
部（　

歳
未
満
）

��

○
一
般
男
子
Ｂ
の
部（　

歳
以
上
）

��

○
一
般
男
子
Ｃ
の
部（　

歳
以
上
）

��

※
年
齢
は
大
会
当
日
を
基
準
と
し

ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
体
育
協
会
事
務
局

　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
・

　

�
�
�
�
�
�
）

ま
な
び
広
場
に
い
み
主
催 

パ
ソ
コ
ン
講
座
参
加
者
募
集

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
講
座　

月
の

��

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

【
昼
の
部
・
夜
の
部
】

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」

で
年
賀
状
作
成
と
宛
名
書
き
に

挑
戦
（
�
回
連
続
）

■
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
で
漢
字
入
力
お
よ
び

マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

■
日
時

　
　

月　

日
�
、　

日
�
、　

日
�

��

��

��

��

【
昼
の
部
】　

時
〜　

時

��

��

【
夜
の
部
】　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税 ５期
　＜納期限：１１月３０日＞
■介護保険料 ５期
　＜納期限：１１月３０日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 041人（－２３人）
　　男　　17， 156人（－５人）
　　女　　18， 885人（－１８人）
　出生…１８人　　転入…３６人
　死亡…２５人　　転出…５２人
　世帯数　１３， ０７２世帯（＋４世帯）
　（平成１９年９月末日現在）
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●読書週間こどもお楽しみ会
　��月��日�　��：��～��：��

　　新見子供読書会のみなさんによる絵本の読み聞

かせ、紙芝居、人形劇、歌あそび、手あそび、

やさしい工作など

●こども映画会
　��月��日�　��：��～��：��

　　アニメ「マッチうりの少女」ほか�本

●ブックスタート
　��月�日�　��：��～��：��

　　対象：乳児（平成��年�月出生児）と保護者

　��月�日�　��：��～��：��

　　対象：乳児（平成��年�月出生児）と保護者

　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）

　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護

者に伝えながら、絵本などが入ったブックスタ

ートパックをお渡しします。

■休館日　�日・�日・��日・��日・��日・��日

※火曜日～土曜日は��：��まで開館しています。た

だし、日曜・祝日は��時までです。

【新見ブックスタートの会会員を募集中】

　赤ちゃんと保護者にブックスタート活動ができる

人を募集しています。くわしくは新見図書館へお

問い合わせください。

【図書館ボランティアを募集中】

　新見図書館では、おはなし実演、紙芝居・影絵な

どの製作、図書の整理をお手伝いいただくボラン

ティアを募集しています。くわしくは新見図書館

へお問い合わせください。

●子ども映画会
　��月��日�　��：��～　「おでんくん ��」

●おはなし会　　��月��日�　��：��～
■休館日　なし

※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、

第�・第�火曜日の��：��～��：��です。

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・��日

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

�
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
参
加
費　

�
’�
�
�
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要

■
定
員　
　

人
��

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
方
法

　

講
座
名
（
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状

　

月
、
昼
ま
た
は
夜
の
部
）、

��郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
受

付
に
も
申
込
用
紙
を
置
い
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切　
　

月
�
日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
� 
新
見
市

新
見
�
�
�
�
�

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
内

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 
（
�
�
�
�
�
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�

�
�
�
）

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言 

企
業
を
募
集
中
！

　

岡
山
県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て

が
両
立
で
き
る
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
・

事
業
所
か
ら
の
「
子
育
て
応
援
宣

言
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
・
事
業
所
の
代
表
者
自
ら

が
、
従
業
員
の
子
育
て
や
地
域
に

お
け
る
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
「
社

内
報
や
職
員
研
修
等
に
よ
る
育
児

休
業
制
度
の
周
知
」、「
毎
月
�
回

の
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
」、「
子

ど
も
の
工
場
見
学
の
積
極
的
な
受

入
れ
」
な
ど
、
実
情
を
踏
ま
え
た

取
組
内
容
を
、
宣
言
の
形
に
ま
と

め
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
」
と
し
て
県
に
登
録
さ
れ
る

と
登
録
証
が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、

企
業
・
事
業
所
の
名
称
や
取
組
内

容
が
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

広
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
企
業
・
事

業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
期

待
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
子
育
て
支
援
課

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

第
2
回 
も
み
じ
の
あ
る
風
景 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
、
お
薦

め
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
を
、
写
真
に

撮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
テ
ー
マ

・
も
み
じ
の
あ
る
風
景

　

新
見
市
内
で　

月　

日
〜　

月

��

��

��

　

日
の
期
間
に
撮
影
し
た
も
の

��
■
応
募
サ
イ
ズ

　

四
つ
切
・
ワ
イ
ド
四
つ
切
版

※
�
人
�
点
以
内
で
、
写
真
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
タ
イ
ト
ル
、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　

号
、
撮
影
場
所
・
日
時
、
コ
メ

　

ン
ト
を
明
記
し
、
作
品
と
と
も

　

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属
し

ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

■
主
催　

新
見
も
み
じ
の
会

■
後
援　

新
見
市
教
育
委
員
会

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
� 
新
見
市

高
尾
�
�
�
�

　

新
見
も
み
じ
の
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

第６１回 読書週間
��月�日（金）まで

標語「君と読みたい本がある。」

 新見図書館 ������

 哲西図書館 ������

風広場おおさ図書コーナー ������

やまびこ広場神郷図書コーナー ������

　新見図書館、哲西図書館、風広場おおさ図書コー
ナー、やまびこ広場神郷図書コーナー、哲多総合セ
ンターで借りた図書等は、これらの５施設のどこに
でも返却することができます。
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

市
政
バ
ス「
や
ま
び
こ
号
」 

中
世
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
を
募
集

　

市
政
バ
ス
「
や
ま
び
こ
号
」
を

運
行
し
ま
す
。
あ
な
た
も
市
内
の

史
跡
を
訪
ね
て
、
中
世
新
見
庄
に

思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　
　

月　

日
�　

�
時　

分
出
発

��

��

��

※
昼
食
、
雨
具
等
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

金
谷
、
西
方
、
上
市
、
神
郷
高

瀬
等
に
点
在
す
る
新
見
庄
ゆ
か

り
の
史
跡
め
ぐ
り

■
参
加
費　

�
�
�
円

 
（
美
術
館
入
館
料
）

■
募
集
人
数　
　

人
��

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
①
氏
名

②
住
所
③
年
齢
④
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
� 
新
見
市

新
見
�
�
�
�
�
（
新
見
市
役

所
商
工
観
光
課
内
）

　

新
見
庄
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り
実

行
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�

�
�
�
・
電
子
メ
ー
ルs-kanko

u@
city.niim

i.okayam
a.jp

）

届
け
出
が
必
要
で
す
！ 

農
地
改
良（
か
さ
上
げ
）

　

最
近
、
廃
棄
物
や
土
石
等
を
農

地
に
埋
め
立
て
る
な
ど
の
事
例
が

増
加
し
、
周
辺
農
地
や
住
民
に
与

え
る
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

農
地
改
良
（
か
さ
上
げ
）
に
伴

う
埋
め
立
て
は
、
農
業
経
営
改
善

に
役
立
つ
場
合
の
み
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
単
な
る
残

土
の
埋
め
立
て
や
埋
め
立
て
後
の

土
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
地
は
食
料
を
安
定
供

給
す
る
ほ
か
、
自
然
環
境
、
住
民

の
生
活
・
生
命
を
守
る
な
ど
多
面

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
事
前
に
必
ず
届
出
を

　

農
地
を
守
る
た
め
、
農
地
の
埋

め
立
て
（
か
さ
上
げ
）
に
は
農
業

委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

必
ず
事
前
に
届
け
出
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
農
地
改
良
を

行
う
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
工
事
完
了
後
は
、
利
用
計
画
の

と
お
り
耕
作
す
る
こ
と

○
耕
作
に
適
す
る
土
で
埋
め
立
て

る
こ
と

○
か
さ
上
げ
を
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
土
地
の
高
さ
と
著
し
い
差

を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

○
付
近
の
農
作
物
や
公
衆
衛
生
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

○
用
排
水
路
の
機
能
を
損
な
わ
な

い
こ
と

○
工
事
完
了
後
は
、
速
や
か
に
農

地
改
良
完
了
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と

○
工
事
期
間
は
、
�
年
以
内
（
�

期
作
範
囲
）
に
完
了
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

��月�日（日）��：��から
まなび広場にいみで開催

　人権の尊重された明るいまちづくりの推進を目的に、市民や事業所、各種団体、教育

機関等の関係者が一堂に会して「人権啓発トーク＆コンサート」を開催します。

■講演

【講師】ユニットバンド「エスペランサ」

　　　　 奥  田  勝  彦 ・ 良子 
おく だ かつ ひこ りょうこ

【演題】心に響く愛に音色

　　　　　　～難病を乗り越えて～

【コンサート】冬のソナタ、涙そうそう　等

■入場料　無料

■主催

　高梁・新見地域人権啓発活動ネットワーク協

議会、新見市、新見市教育委員会

■問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課（������）
「エスペランサ」奥田勝彦（左）、奥田良子（右）

人権啓発トーク&   コン サ ー ト
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第
４
回
に
い
み
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

　

新
見
市
市
民
環
境
会
議
で
は
、

自
然
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
「
第
�
回
に
い
み
エ
コ
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
自
然
や
環

境
に
つ
い
て
感
じ
、
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

■
場
所

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
エ
コ
・
体
験
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
マ
イ
バ

ス
ケ
ッ
ト
販
売
、
ボ
カ
シ
に
よ

る
生
ゴ
ミ
処
理
紹
介
、
花
の
販

売
等

■
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

　

環
境
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
、
環
境

紙
芝
居
、
環
境
バ
ン
ド
、
環
境

ク
イ
ズ
等

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

秋
の 
苦
坂 
峠
を
歩
い
て
み
よ
う
！ 

に
が
さ
か

「
サ
ン
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」を
開
催

　

秋
の
苦
坂
峠
を
歩
く
「
サ
ン
デ

ー
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

美
し
い
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、

新
見
駅
か
ら
備
中
神
代
駅
ま
で
の

約
�
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
　

月　

日
� 　

時　

分

��

��

��

��

　

Ｊ
Ｒ
新
見
駅
集
合
・
出
発

■
コ
ー
ス

　

新
見
駅
〜
苦
坂
峠
〜
備
中
神
代

駅
■
参
加
費　

無
料

※
備
中
神
代
駅
に
到
着
後
に
解
散

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

大
佐
山
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
場
に 

防
球
ネ
ッ
ト
を
増
設

　

大
佐
山
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
場
に

防
球
ネ
ッ
ト
を
増
設
し
、
こ
れ
ま

で
の
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
に
加
え
、

普
通
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
使
用
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

お
お
さ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

新見ライ オン ズ クラブ

認証��周年記念講演会

■講演　【講師】精神科医　 香  山 リカ
か やま

　　　　【演題】生きる力をつける処方箋

■入場料　無料

■無料チケット取扱所

　新見ライオンズクラブ事務局、新見商工会議所、　備北民報社、

　まなび広場にいみ

■主催　新見ライオンズクラブ

■後援　新見市教育委員会他

■問い合わせ先

　新見ライオンズクラブ事務局（������）

　新見ライオンズクラブでは、認証��周年を記念し、講演会を開催

します。なお、入場には、チケット（無料）が必要です。

��月��日� ��：��から
まなび広場にいみで開催

香山リカ



市報にいみ 第３２号
November 2007 26

哲
多
町
文
化
協
会 

文
化
展
と
音
楽
芸
能
祭
を
開
催

　

哲
多
町
文
化
協
会
で
は
、
ま
な

び
ピ
ア
岡
山
�
�
�
�
の
協
賛
事

業
と
し
て
、
次
の
日
程
で
「
第　
��

回
哲
多
町
文
化
展
」
と
「
第　

回
��

哲
多
音
楽
芸
能
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
第　

回
哲
多
町
文
化
展

��

【
日
時
】

・　

月
�
日
�

��

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

・　

月
�
日
�

��

　

�
時
〜　

時
��

【
会
場
】
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

【
展
示
品
】

　

手
芸
、
書
道
、
生
花
、
絵
画
、

わ
ら
細
工
工
芸
等

【
同
時
開
催
】

・
哲
多
町
生
徒
児
童
園
児
作
品
展

・
哲
多
町
老
人
ク
ラ
ブ
菊
花
展

■
第　

回
哲
多
音
楽
芸
能
祭

��

【
日
時
】

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

【
会
場
】
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

【
出
演
部
門
】

　

山
さ
ん
太
鼓
、
マ
ン
ド
リ
ン
、

詩
吟
、
民
謡
、
銭
太
鼓
、
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
、
日
本
舞
踊
、
備

中
神
楽
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス

等
■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
多
町
文
化
協
会
事
務
局

　

（
田
村
照
子
�
�
�
�
�
�
）

犯
罪
被
害
者
を
支
援 

警
察
の
相
談
窓
口

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

っ
た
人
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
の
電
話
番
号

・
犯
罪
被
害
者
や
家
族
か
ら
の
相

談
（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

・
被
害
の
未
然
防
止
に
関
す
る
相

談
な
ど
（
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
）

・
性
犯
罪
の
相
談
（
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
）

・
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
や
情
報

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
）

・
少
年
に
つ
い
て
の
相
談
（
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署
警
務
課
被
害
者
支

援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

第
４
回
犯
罪
被
害
者
支
援 

フ
ォ
ー
ラ
ム 　
 
お
か
や
ま

in

　

社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
お
か
や
ま
で
は
、「
第
�
回

犯
罪
被
害
者
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム　
in

お
か
や
ま
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
日

　
　

月　

日
�

��

��

■
会
場

  
岡
山
市
内
山
下
�
�
�
�　
��

  
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル

■
日
程

【
無
料
相
談
】

　
　

時
〜　

時

��

��

【
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
　

時
〜

��
■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
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岡
山
市

蕃
山
町
�
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岡
山
県
開
発
公
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社
ビ
ル
�
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社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
お
か
や
ま
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こ
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ょ
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れ
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内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

　
　

月　

日
�
、
新
見
の
船
川
八
幡
宮
秋
季
大
祭
の
ひ
と

１０

１５

つ
の
『
御
神
幸
武
器
行
列
』
が
同
八
幡
宮
や
新
見
商
店
街

な
ど
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
こ
の
行
列
は
、
み
こ
し
の
御

神
幸
に
際
し
て
そ
の
先
導
を
務
め
る
も
の
で
、
長
刀
、
鉄

砲
、
弓
矢
な
ど
の
武
器
を
携
え
た
総
勢　

人
か
ら
構
成
さ

６４

れ
て
い
ま
す
。
青
竹
を
手
に
し
た
２
人
の
先
払
い
を
先
頭

に
、「
下
に
、
下
に
。」
の
か
け
声
と
と
も
に
同
神
社
を
出

発
し
、
新
見
商
店
街
等

を
通
っ
て
宮
地
町
の
御

旅
所
へ
向
か
い
ま
す
。

幔
幕
が
張
ら
れ
、
盛
塩

で
清
め
ら
れ
た
沿
道
で

は
、
氏
子
や
見
物
人
は

腰
を
下
ろ
し
て
行
列
を

静
か
に
見
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
御
神
幸
武
器
行

列
は
通
称
�
土
下
座
ま

つ
り
�
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
昭
和　

年
９
月
９

４９

日
に
市
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
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木11/1
●ひとり暮らし・高齢者の集い（遠足）　�：��～��：��
●第��回新見市文化展（�日まで）　まなび広場にいみ　�：��～��：��金2
●まなびピア岡山����inにいみ（�日まで開催）
　まなび広場にいみ、備北青年の家
●第��回哲多町文化展（�日まで）　哲多総合センター　��：��～��：��
●新見庄歴史シンポジウム　新見市総合福祉センター　��：��～

土3
●第��回新見市しんごう湖畔マラソン大会
　新見市神郷温泉　�：��～
●第��回新見市音楽芸能祭　まなび広場にいみ　��：��～��：��　

日4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　�：��～��：��月5

火6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：��
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　��：��～��：��
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：��

水7
木8
●秋季火災予防運動（��日まで）
●交通事故相談　新見市総合福祉センター　��：��～��：��
●特設人権・行政相談　新郷市民センター　�：��～��：��

金9
●第��回哲西町文化祭（��日まで）　きらめき広場・哲西　��：��～土10
●第�回にいみエコフェスタ
　憩いとふれあいの公園（屋内ゲートボール場）　��：��～
●新見市障がい者ふれあい家族運動会　思誠小学校体育館　��：��～��：��
●第��回神郷文化協会芸能文化祭　やまびこ広場神郷　��：��～

日11

月12
火13
●特設人権・行政相談　哲多総合センター　�：��～��：��
●ふれあいいきいきサロン(新見千屋温泉いぶきの里)
　新郷市民センター集合　��：��～��：��

水14
木15
金16
●ハートフルフェスティバル　やまびこ広場神郷　��：��～��：��土17
●第��回新見阿哲駅伝競走大会
　新見市役所哲多支局周辺　�：��～��：��
●介護者の集い(湯郷温泉)　神郷地域福祉センター集合　��：��～
●サンデーウォーク(新見駅から備中神代駅)　新見駅集合　��：��～

日18

月19
火20
●特設人権・行政相談　新見市総合福祉センター　��：��～��：��
●特設人権・行政相談　上市市民センター　��：��～��：��
●合同相談　上市市民センター　��：��～��：��
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　��：��～��：��
●法律相談（要予約）　新見市総合福祉センター　��：��～��：��

水21

●歳末たすけあい書画等展示入札販売会（��日まで）
　新見市総合福祉センター　�：��～��：��木22

金23
土24
●第��回哲多音楽芸能祭　哲多総合センター　��：��～��：��日25

月26
火27
●ふれあいいきいきサロン(新見千屋温泉いぶきの里)
　坂根分館集合　��：��～��：��水28

木29
金30
土12/1
●人権啓発トーク&コンサート　まなび広場にいみ　��：��～日2

月3
火4
●特設人権・行政相談　哲多総合センター　�：��～��：��
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　�：��～��：��
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　��：��～��：��
●障害者週間啓発事業　サンパーク新見　��：��～��：��

水5

木6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：��
●特設人権・行政相談　神郷公民館　�：��～��：��
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：��
●特設人権・行政相談　風広場おおさ　��：��～��：��
●ひとり暮らし・高齢者の集い　保健福祉センター (金谷)　��：��～��：��

金7

新見市西方���番地

（������）
月111 1 ・・ 121 2

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽���番地

（������）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（��円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　風は山間をぬって吹き巡

る。漆黒の闇からはフクロ

ウや 鵺 の声、そして夏の青
ぬえ

い闇には蛍のやさしい点滅。

野山では猪たちが筍を喰ら

い、栗やどんぐりに舌鼓を

打っている気配。丸々太っ

た毛虫や青虫が蝶になって

騒ぎ、ゲジゲジが長い手足

を優雅に揺すっている。こ

の谷間にこだまして不思議

な太鼓が打ち鳴らされ、山の吐息のような笛の音も聞こ

えてくるよ。過去から未来への幾層もの時空の重なりの

中、地から立ちのぼる精霊たちが踊っている。そんな法

曽の地のまるごとをタペストリーにしてみました。

●観覧料　一　般…���円（���円）　中高生…���円（���円）
　　　　　小学生…���円（���円）　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日

　

現
代
日
本
画
壇
の
重
鎮
で
あ
る
田
渕
俊
夫
画
伯
は
、
新
見
市
と
か
か

わ
り
の
深
い 
平  
山  
郁  
夫 
画
伯
の
お
計
ら
い
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら

ひ
ら 
や
ま 
い
く 

お

16

開
催
し
て
い
る
「
絵
画
教
室
」
の
講
師
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
渡

り
来
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で

は
、
雑
草
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た

作
品
を
は
じ
め
、
農
村
や
都
会
風

景
、
長
さ
８
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
大
作

《
時
の
証
人
Ⅰ
》、
さ
ら
に
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
水
墨
作
品
な
ど　
32

点
を
展
示
し
、
明
日
の
日
本
画
を

創
造
す
る
田
渕
芸
術
の
神
髄
に
迫

り
ま
す
。

��/��から開催

むらかみよしこ

行 事 予 定

田渕俊夫

《 大  和  心  象 　 当  麻  遠  望 》
やま と しん しょう たい ま えん ぼう

　

/　

�
ま
で
開
催

��

��

　

〜
大
地
悠
久
と
生
命
讃
歌
〜

   
田  
渕  
俊  
夫 
展

た 

ぶ
ち 

と
し 

お

�
今
治
市
大
三
島
美
術
館

　
　
　

所
蔵
作
品
を
中
心
に
�

むらかみよしこ
《生命のまほろば＝法曽＝》（一部分）
羊毛の毛紡ぎ、草木染、毛織作品
（周辺のヨウシュヤマゴボウ、サクラア
オイ、モッコク、ツバキ葉などを使用）

新作タペストリー〈 生命 のまほろば＝法曽＝〉展
い の ち



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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こちら
編集室

おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おお
めめでで
ととうう！！

★１2月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は11月15日）

◆10月14日、夢すき公園（神郷下神代）で

「第21回神郷ふるさと祭」が開催され、地

元の子どもたちよる鼓笛隊演奏や銭太鼓の

ほか、神郷太鼓や備中神楽などに多くの人

で賑わいました。また、“し
4

んご
4

う”にち

なんだ45メートルのジャンボ巻き寿司が

巻かれ、会場の人たちに振る舞われ好評を

博していました。

今月の表紙

嶋嶋
しましま

田田
だだ

珠珠
じゅじゅ

稟稟
りり

ちゃんちゃん

（神郷下神代／11・25生）（神郷下神代／11・25生）

小
こ

谷
だに

未
み

来
く

ちゃん

（下熊谷／11・８生）

●とても暑かった日々がうそのようにめっき

りと涼しくなり、暦の上では、深秋を迎えま

した。スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋

･･･と、秋は快適で過ごしやすく、アクティブ

な季節でもあります。そこで、今回はウォー

キング（山歩き）をご提案。寒暖の差が大き

いここ新見では、紅葉がとても美しく、阿哲

峡をはじめとし各地に名所があります。日頃

運動不足をお嘆きの方も、木漏れ日の紅葉

の中にその身をおき、新鮮な空気と大自然を

満喫しながら心も身体もリフレッシュ。さあ、

また明日から頑張ろう!!

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね
！！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます
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安
あん

樂
らく

水
みず

稀
き

ちゃん

（正田／11・５生）

林
はやし

海
かい

生
せい

ちゃん

（新見／11・17生）

沼
ぬ

本
もと

真
ま

歩
ほ

ちゃん

（大佐永富／11・11生）

真
しん

治
じ

尚
なお

侑
ゆき

ちゃん

（高尾／11・10生）

真真
まま

壁壁
かべかべ

迅迅
じんじん

ちゃんちゃん

（新見／11・24生）（新見／11・24生）

大大
おおおお

森森
もりもり

壮壮
そうそう

真真
まま

ちゃんちゃん

（正田／11・24生）（正田／11・24生）

原原
はらはら

田田
だだ

凌凌
りょうりょう

駕駕
がが

ちゃんちゃん

（正田／11・21生）（正田／11・21生）

羽
は

場
ば

有
ゆ

唯
い

ちゃん

（哲多町矢戸／11・２生）


